













































が 87.77%. 6ヶ月以内が 97.25%であった。従って治療にあたっては最低限3ヶ月から6ヶ月の経過観
察が必要があると考えられた。
本論文は日臭覚障害の予後にかかわる種々の因子の影響を明らかにしたものであり，嘆覚障害患者の治械
に貢献するところ大である。よって著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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